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“もしものとき”の相談窓口
あなたが望まない性的な行為は、すべて性暴力です。

もしかしたら自分が悪かったなどの自分を責める気持ちが

起きているかもしれませんが、性暴力はあなたの責任ではありません。

ひとりで悩まないで相談してください。

　京都性暴力被害者ワンストップ相談支援センター　京都 SARA（サラ）

　性犯罪被害相談電話全国共通番号　＃8103（ハートさん）

　京都市男女共同参画センター　ウィングス京都　相談室

　京都犯罪被害者支援センター　

相談専用電話　  075-222-7711

毎日24時間受付、性犯罪被害に関する相談であれば、男女を問わず誰でも
相談できます。緊急の場合は、110番通報してください。

 電話相談　 075-212-7830　　

行政、医療機関、警察、弁護士会、民間団体等が連携して、性暴力による被害を受けた方へ、
被害直後から中長期にわたる総合的な支援（医療的支援、相談・カウンセリング等心理的支援、
捜査関連支援、法的支援）を提供する相談窓口です。

 面接予約　 075-275-9933

 電話　  075-451-7830　  月～金  13:00～ 18:00

＃8103
ハ ー ト さ ん

GENDER HANDBOOK

この冊子は、関西の大学生有志と（公財）京都市男女共同参画推進協会の協働で作成しました。

企画やテーマについて何度も話し合い、彼・彼女らが取材等を通じて学んでいった過程です。ぜひ、手に取ってみてください。

相談受付時間　 24時間 365日

ウィングス京都

必
ず
知
っ
て
ほ
し
い
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
。

月・木・金・土  10:00～17:00　 火 10:00～20:00　 ※ 水・日・祝日、12/29～ 1/3は休み

※ 祝日・休日、8/12～ 8/16、12/28～1/4は休み

※22:00～翌10:00は内閣府が設置する
   夜間休日対応コールセンターにつながります。



二人きりでデートに行くことは、性行為を前提としている

キスをしたら、性行為をしてもいい

相手がイヤと言っていても、「イヤよ、イヤよ、も好きのうち」
なので、性行為をしていい

相手がイヤと言ってなかったら、性行為もＯＫのサインである

酔った勢いで、性行為に及ぶのはしかたがない

互いに成人していれば、性行為の際に同意を求める必要はない

家に泊まるのは、性行為をしてもいいというサインだ

付き合っていれば、性行為をするのは当たり前だ

同じ相手に、毎回、性行為の同意を取る必要はない

ナイトクラブに来る人は出会いや性的交遊を求めて来る人が
多いので、性行為に際して同意を取る必要はない
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□ check 10

“性的同意”を取るって、どういうこと？
チェックはいくつ入りますか？

まずは第一歩！

要注意！一つでもあてはまるなら、
“性的同意”は取れていないということ！

N o t i c e !　

セ ク シ ュ ア ル ・ コ ン セ ン ト

この言葉、みなさんは聞いたことがありますか？

今回、このハンドブックを大学生と協働で制作することになり

彼ら、彼女たちがキーワードに挙げたのが「性的同意」という言葉でした。

初めて、目にする方も多いかもしれません。

「性的同意」とは、簡単に言えば、性にまつわることについて、

あいまいにせず、相手の意思を互いに確認するということ。

この「性的同意」を取り上げ、広く知ってもらいたい理由のひとつが、

互いの意思が確認できていない＝同意が取れていない「性行為」が、

「性被害」や「性暴力」につながる可能性があるから。

「それって、そんな、大げさな話？」

そう思っている人たちこそ、理解してほしい、

そして、お互いきちんとコミュニケーションをとり、

性に向き合ってほしい、そんな若者たちの思いから始まった企画です。

あなたの身近な人が、大切な人が、被害にあう。

そんなことは、誰もが避けたいはずです。情報が身を守ってくれることもあります。

知っていれば傷つかずにいられたかもしれないのです。

ぜひ、この 1 冊を大切な人と読んでほしい。そんな思いで作りました。
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まずは第一歩！　“性的同意　”を取るって、どういうこと？　

チェックしてみた！　私たちが考える“性的同意　”ってこんなこと　

海外の“性”事情を知ってほしい！　日本と海外、どう違う？

インタビュー① 京都SARA 井上摩耶子さん

インタビュー② 京都教育大学 関口久志さん

誰も傷つかない　傷つけないために　ブックリスト

さいごに

“もしものとき”の相談窓口

もくじ
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 　　　　　 って何

チェックしてみた！

性 的 同 意 ？

5人のミニレポート　
チェックリストを通してみんなで話し合うことで、分かったことがいくつ

もあった。「根拠のない思い込み」、「勝手な決めつけ」、「暗黙のルール」、「無

知」に「コミュニケーション不足」。

これって、全部「同意」以前なんじゃない？…。

男女 5名の大学生が集まり、“性的同意”のチェックリストのうち、いくつか気になるチェック項目に
ついて話し合いました。“性的同意”を取ることを難しくさせている点が、見えてきたようです。

H：女　　S：男　　M：女　　N：女　　T：男

Q 
相手がイヤと言ってなかったら、性行為もＯＫのサインである
付き合っていれば、性行為をするのは当たり前だ

ナイトクラブに来る人は出会いや性的交遊を求めて来る人が
多いので、性行為に際して同意を取る必要はない

Q 家に泊まるのは、性行為をしてもいいというサインだ

Q
N：行く目的は人それぞれ。私は踊りたくてクラブに行くから、ちゃらいとか

決めつけられるのは悲しい。

H：場所やその人の職業、服装とかで決めつけるのはよくないね。

T：決めつけっていうと、男性の方が性欲が強いっていうのもただ

　  のステレオタイプ。同意を取る・取られるのに性別は関係ないよね。

N：そうだよね。感じ方は人それぞれだから、自分の基準じゃなくて、相手の
快、不快に合わせていかないといけないと思う。

S：でも、何となくだけど、男子は自分がリードしなきゃいけないっていう
プレッシャーもあるよね。

N：どうして男性だけが「リードしなきゃ」って思ってしまうんだろう？ 

Q キスをしたら、性行為をしてもいい

S：クラブでキスをされて、それは良かったんだけど、その後、ホテルに行こうって、
しつこくて、嫌だった。

H：性行為は、流れでするっていうのが多いので、２人きりになってキスして、
でも、ここからは嫌ってなかなか言えない…。

M：うん。わたしは、好きだったらそのまま受け入れてしまう。

N：ボーダーラインは人それぞれであって、キスはいいけど性行為は嫌って人も
いるので、やっぱり自分勝手に決めつけちゃうのは避けたい。

N：終電を逃したときとか、友達だと思って安心して泊まるとき、あるよね。

M：わたしは「泊まるってことが同意したってことだよ」って親に言われてきた。　　　　　　　　　　　　　
男女でシェアハウスで生活してるけど、大丈夫なの？ってよく言われるよ。

S：関係性にもよるのに、家に泊まったらセックスもOKって思うのはセクシュアルな目で見すぎ。

H：付き合ってたとしても、家に泊まったからオールOKな訳じゃない！

N：そうだね。お泊りデートだからといってセックスありきではないはずだよね。
当日そういう気分じゃなくなることもあるんだし。

M：でも、付き合っててお泊まりするなら絶対、セックスしなきゃっていう
プレッシャーはある…。

H：そもそも、付き合ってようが、なかろうが、嫌って言えない状況を作ることが
レイプだって考えるべきなんじゃない?

S：うん。性欲を持っていたとしても、そこで理性を使えないのだったら　　
人間じゃない。相手の気持ちに寄り添うのが大事。

M：初めてのとき、何も知らなかったから断りにくかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
されるがままの状態だったから、「同意」なんて言葉、全然知らなかった。

H：わたしはムードが大切だと思うから、いちいち同意を取りたくないと思ってしまう。

T：僕は、付き合ってた彼女に迫られたことはあったけど、眠いから今日は嫌って言える関係性だった。

N：やっぱり、NOと言ってなかったからOKじゃなくて、ちゃんと YES っていう
積極的な言葉が同意だよね。

S：聞いてると、コミュニケーションが少ないのかもね。まだ関係性が未熟な
カップルに、同意してる、してないっていう不一致が起こりがちなのでは？

N：関係性の未熟さが原因になってしまうこと自体が問題じゃない？　　　
難しくても、「同意を取るのが当たり前だ」ってくらいになるのが、本当は
理想だよね。
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Y
uki

：
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
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留
学
経
験
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し
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N
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イ
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学
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〜
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S
ara

：
ア
メ
リ
カ
に
留
学　

          

〈 

2
0
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年
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月
〜
2
0
1
7
年
6
月
〉

〝
性
〞に
つ
い
て
話
す
こ
と

留
学
中
、友
達
と
性
に
つ
い
て
話
し
た
？
そ
の
と
き
、

日
本
と
の
内
容
や
雰
囲
気
の
差
は
あ
っ
た
？ 

ア
メ
リ
カ
で
は
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
雰
囲
気
で
話
し
て

い
た
し
、話
す
と
き
は
積
極
的
に
意
見
が
出
て
た
。

日
本
で
も
オ
ー
プ
ン
な
女
子
は
い
る
け
ど
、
大
半
の
子

は
積
極
的
じ
ゃ
な
い
し
、
日
本
は
性
に
対
し
て
タ

ブ
ー
の
意
識
が
強
す
ぎ
る
と
感
じ
る
な
。セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
な
る
は
ず
の
機
関
や
法
律
と
か

の
情
報
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ

よ
ね
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
か
で
も
、
性
に
関
す
る
こ
と
っ
て

だ
け
で
、や
っ
ぱ
り
発
信
し
に
く
い
雰
囲
気
が
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
タ
ブ
ー
視
す
る
雰
囲
気
の
せ
い
で
、

性
に
対
し
て
漠
然
と
よ
く
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
持
た
れ

た
り
、
恥
じ
ら
い
が
生
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
と
思
う
。

性
に
対
し
て
恥
じ
ら
う
必
要
は
な
い
し
、
き
ち
ん
と

声
に
出
し
て
言
え
る
よ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
、
何
が
大
事

か
と
か
も
分
か
ら
な
い
よ
ね
。

「
性
的
同
意
」の
認
識
は
ど
の
く
ら
い
浸
透
し
て
い
た
？ 

知
っ
て
る
人
は
多
か
っ
た
よ
。 

う
ん
、
大
事
な
こ
と
だ
っ
て
認
識
は
持
っ
て
る
。

で
も
、友
達
に
聞
い
た
ら
、「
知
識
は
あ
る
け
ど
実
行

は
で
き
て
い
な
い
」っ
て
い
う
子
も
い
て
、「
知
っ

て
い
る
」
と
い
う
状
態
か
ら
、「
実
行
で
き
る
」状
態

の
間
に
は
ま
だ
ま
だ
壁
が
あ
る
と
感
じ
た
よ
。

そ
う
だ
よ
ね
。ま
ず
は
知
る
こ
と
だ
け
ど
、
実
行
で

き
て
い
な
か
っ
た
ら
意
味
な
い
も
ん
ね
。日
本
で
は
、

女
性
は
性
に
つ
い
て
受
け
身
な
部
分
が
あ
る
か
ら
、

同
意
形
成
も
消
極
的
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
。だ
か

ら
こ
そ
、
し
っ
か
り
と
教
育
す
る
機
会
は
必
要
だ
と

思
う
。そ
う
す
る
こ
と
で
、
事
前
に
事
件
を
防
い
だ

り
、万
が
一
事
件
が
起
き
て
し
ま
っ
て
も
、社
会
全
体

で
の
そ
の
人
の
苦
し
み
に
寄
り
添
え
る
と
思
う
。

嫌
な
こ
と
は
ち
ゃ
ん
と
嫌
っ
て
言
え
る
こ
と
は
本
当

に
大
事
。「
断
る
＝
悪
い
こ
と
」
で
は
な
い
ん
だ
か
ら
、

自
分
の
体
と
心
は
主
体
的
に
守
ろ
う
と
し
な
い
と
。

日
常
の
会
話
で
も
オ
ー
プ
ン
に
話
せ
る
空
気
に
な

れ
ば
、
自
分
と
他
の
人
の
性
に
関
す
る
認
識
の
違
い

や
、「
当
た
り
前
」と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
実
は
違
っ

た
、
と
い
う
こ
と
に
も
気
づ
け
る
し
、
問
題
や
悩
み

が
あ
っ
た
と
き
も
共
有
や
相
談
が
し
や
す
い
よ
ね
。

ま
ず
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。

日
本
と
海
外
、

異
な
る〝
性
〞と
の
距
離

日
本
と
海
外
の
〝
性
〞
の
考
え
方
や
距
離
に
違
い
は

あ
る
と
感
じ
た
？

イ
ギ
リ
ス
で
は
、５
歳
か
ら
11
歳
の
初
等
教
育
か
ら

「se
x
 a
n
d
 re

la
tio

n
sh

ip

（
性
と
関
係
性
）」

（
注
1
）
と
い
う
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
よ
。

へ
ぇ
。「
関
係
性
」
っ
て
い
う
の
が
い
い
ね
。確
か
に

「
性
」っ
て
関
係
性
の
上
で
成
り
立
つ
も
の
だ
し
ね
。

ア
メ
リ
カ
で
は「
キ
ャ
ン
パ
ス
レ
イ
プ
」と
い
っ
て
、

大
学
内
で
の
性
的
暴
行
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
る

よ
。2
0
1
5
年
に
大
学
に
対
す
る
調
査
が
行
わ
れ

て
い
て
、
学
部
生
の
女
性
の
５
人
に
１
人
以
上
が
何

ら
か
の
性
的
暴
行
の
被
害
に
あ
っ
た（
注
2
）
と
も
言

わ
れ
て
い
る
ほ
ど
な
ん
だ
よ
。

そ
う
な
ん
だ
…
大
学
は
何
と
な
く
安
全
な
場
所
っ

て
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
け
ど
そ
う
い
う
わ
け

で
は
な
い
ん
だ
ね
。他
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
大
物
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
が
若
い
女
優
に
性
的
行
為
を
強
要
し

た
、み
た
い
な
の
を
テ
レ
ビ
で
見
た
よ
。

そ
う
だ
ね
。そ
の
事
件
が
発
端
で
、
性
に
対
す
る

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
＃M

eT
oo

（
私
も
）
が
広
が
っ
た

よ
ね
。Tw

itter

やFacebook

を
通
じ
て
、
多

く
の
著
名
人
や
一
般
の
人
も
「
私
も
同
じ
経
験
を

し
た
」と
自
身
の
経
験
を
発
信
し
始
め
た
よ
。

あ
と
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ヘ
ル
ス
の
た

め
の
医
療
機
関
が
各
自
治
体
に
あ
っ
て
、
友
達
も
半

年
に
一
回
は
性
病
の
検
査
に
行
っ
た
り
し
て
る
。市

民
に
と
っ
て
も
身
近
な
施
設
で
、
ピ
ル
や
コ
ン
ド
ー

ム
も
無
料
で
提
供
さ
れ
て
る
ん
だ
。

え
、無
料
な
の
？？

そ
う
、
無
料
。避
妊
や
性
病
予
防
の
色
ん
な
選
択
肢

が
提
示
さ
れ
て
い
る
っ
て
、
す
ご
く
い
い
こ
と
だ
っ

て
思
う
。あ
と
、
大
学
に
も
性
教
育
の
サ
ー
ク
ル
が

あ
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
た
り
、
コ
ン
ド
ー
ム

を
配
っ
た
り
。大
学
内
に〝H

ealth center

〞っ
て

い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
妊
娠
検
査
薬
も
誰
で

も
無
料
で
も
ら
え
た
よ
。

そ
う
い
う
の
っ
て
、
日
本
じ
ゃ
ど
こ
で
検
査
し
た
ら

い
い
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
し
（
注
３
）、
ピ
ル
は
女
性

側
が
負
担
す
る
も
の
だ
と
思
っ
て
た
。性
に
関
す
る

施
設
や
情
報
と
の
距
離
が
近
い
っ
て
い
う
の
は
い

い
こ
と
だ
よ
ね
。

メ
デ
ィ
ア
・
報
道
を
読
み
解
く
力

留
学
中
、
性
的
な
話
題
に
つ
い
て
の
世
論
の
傾
向
や

メ
デ
ィ
ア
の
取
り
上
げ
方
は
日
本
と
ど
う
違
っ
た
？

ま
ず
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
っ
て
、
被
害
者
の
見
た
目
や

年
齢
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
す
ぎ
じ
ゃ
な
い
？

前
に
「
有
名
人
が
性
的
暴
行
」
っ
て
報
道
が
あ
っ
た

と
き
、
ネ
ッ
ト
上
や
週
刊
誌
で
被
害
者
女
性
の
写
真

が
公
開
さ
れ
て
、び
っ
く
り
し
た
。

う
ん
、
そ
う
や
っ
て
加
害
者
じ
ゃ
な
く
っ
て
被
害
者

に
注
目
す
る
の
っ
て
お
か
し
い
よ
ね
。

性
的
暴
行
な
ん
か
は
実
際
に
被
害
者
が
い
る
事
件

な
の
に
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
み
た
い
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
自
体
が
変
じ
ゃ
な
い
？

ア
メ
リ
カ
の
報
道
は
そ
ん
な
こ
と
な
か
っ
た
よ
。刑

罰
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
た
り
、
深
刻
な
内
容
だ
っ

た
。友
達
と
レ
イ
プ
事
件
に
つ
い
て
話
す
機
会
が

あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、「
レ
イ
プ
っ
て
殺
人
と
同
じ

じ
ゃ
ん
」
っ
て
言
っ
て
て
、
す
ご
く
深
刻
に
受
け

取
っ
て
い
た
し
、
友
人
同
士
で
話
す
と
き
も
真
剣

だ
っ
た
よ
。

極
端
か
も
知
れ
な
い
け
ど
、
日
本
っ
て
性
的
な
事
件

と
か
に
関
し
て
、「
被
害
に
あ
っ
た
方
も
悪
い
」み
た

い
な
雰
囲
気
を
感
じ
る
か
も
。

で
も
、
そ
う
い
う
報
道
が
さ
れ
る
っ
て
こ
と
は
、
需

要
が
あ
る
っ
て
こ
と
だ
よ
ね
。簡
単
に
煽
動
さ
れ
た

り
、
炎
上
さ
せ
て
楽
し
ん
で
い
る
視
聴
者
が
い
る
こ

と
も
悲
し
い
な
。結
局
、
受
け
取
る
側
の
問
題
で
も

あ
る
と
思
う
し
、
そ
れ
こ
そ
ネ
ッ
ト
を
含
め
て
メ

デ
ィ
ア
は
星
の
数
ほ
ど
あ
る
訳
だ
か
ら
、
自
分
で
正

し
い
情
報
を
探
し
た
り
、
報
道
を
読
み
解
く
力
も
付

け
て
い
か
な
く
ち
ゃ
ね
。

：

：

： ：

：： ：： ： ：：： ：：：

： ： ：：：： ：

：：： ：： ：

前
頁
で
見
え
て
き
た
の
は
、日
本
の
大
学
生
が
性
に
関
し
て
、話
し
合
う
こ
と
に
消
極
的
だ
と
い
う

こ
と
。そ
こ
で
海
外
で
は
、性
へ
の
考
え
方
は
ど
う
違
う
の
か
、性
教
育
や
、性
へ
の
取
組
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、イ
ギ
リ
ス
、ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
経
験
を
も
つ
10
代
に
、同
世
代
の
大
学

生
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
と
し
て
取
材
し
ま
し
た
。

注
１
） 

健
全
な
関
係
性
に
つ
い
て
ま
た
心
理
的
な
方
面
か
ら
性
を  

考
え
る
授
業
の
こ
と
。

注
2
） 

2
0
1
5
年
にA

ssociation of A
m
erican 

U
niversities (A

A
U
) 　

が
実
施
し
たC

am
pus 　

C
lim

ate 　

S
urvey 　

on S
exual A

ssault and 
S
exual M

isconduct

に
よ
る
と
、学
部
生
の
う
ち
、女
性

で
は
20
％
以
上
、男
性
で
は
5
％
以
上
が
、大
学
に
入
学
し
た

と
き
か
ら
、非
同
意
の
性
的
接
触
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と

答
え
た
。

注
３
） 

京
都
市
で
は
H
I
V
の
検
査
は
無
料
、匿
名
で
受
診
で
き
ま
す
。 

京
都
市
保
健
福
祉
局
医
療
衛
生
推
進
室
医
療
衛
生
企
画
課

電
話
：
0
7
5
・
7
4
6
・
7
2
0
0

京
都
市
保
健
所
業
務（
感
染
症
・

衛
生
関
係
）お
問
合
せ
ボ
ッ
ト

お
問
合
せ

海
外
の〝
性
〞事
情
を
知
っ
て
ほ
し
い
！　

日
本
と
海
外
、ど
う
違
う
？

語ろう！
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性
暴
力
被
害
者
支
援
の
現
場

≠

京
都
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
で
性
暴
力
被
害
者
の
支
援
に
取
り
組
む
井
上
さ
ん
に
、

現
場
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、お
話
を
伺
い
ま
し
た
。　

フェミニスト
カウンセリング
の実践

井上摩耶子編

世界思想社

フェミニスト
カウンセリング
への招待

井上摩耶子著
ユック舎

＊
京
都
S
A
R
A 

… 

京
都
性
暴
力
被
害
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
。行
政
、医
療
機
関
、警
察
、弁
護
士

会
、民
間
団
体
等
が
連
携
し
て
、性
暴
力
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
方
へ
、被
害
直
後
か
ら
中

長
期
に
わ
た
る
総
合
的
な
支
援
を
提
供
す
る
た
め
、平
成
27
年
8
月
に
開
設
し
た
相
談
窓
口
。

ウ
ィ
メ
ン
ズ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
京
都
が
運
営
を
受
託
し
て
い
る
。

ウ
ィ
メ
ン
ズ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
京
都
代
表

同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程

修
了
。心
身
障
が
い
児
通
園
施
設
、
高
等
学
校
で
の

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
大
学
講
師
を
経
て
、 

1
9
9
5
年
9
月
よ
り「
ウ
ィ
メ
ン
ズ
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
京
都
」代
表
。カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
サ
ポ
ー
ト

グ
ル
ー
プ
活
動
と
と
も
に
、性
暴
力
・
Ｄ
Ｖ
被
害

者
の
た
め
の
法
廷
で
の
代
弁
・
擁
護
活
動
に
取
り

組
む
。日
本
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

学
会
認
定
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
。

「
京
都
S
A
R
A
」ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
。

井上 摩耶子さん
い の う え 　 　 ま や こ

井上さんの著書

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

1

Ｑ　
　
「
京
都
S
A
R
A
」
で
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
支
援

を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

井
上　

ま
ず
は
電
話
相
談
、
次
に
直
接
来
て
も
ら
っ
て
顔
を

見
て
お
話
を
す
る
来
所
相
談
を
し
ま
す
。そ
こ
で
、

ど
う
い
う
性
暴
力
を
受
け
た
の
か
、
回
復
の
た
め
に

被
害
者
が
ど
う
い
う
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
か
を

聞
き
ま
す
。京
都
S
A
R
A
は
警
察
、
産
婦
人
科
、

教
育
委
員
会
、弁
護
士
会
、学
校
な
ど
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。今
ま
で
の
都
道
府
県
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

セ
ン
タ
ー
と
い
う
の
は
、
警
察
か
産
婦
人
科
病
院
に

拠
点
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
京
都
S
A
R
A
は
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
が
拠
点
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

よ
り
相
談
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

相
談
に
来
ら
れ
る
方
は
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性

被
害
者
や
L
G
B
T
等
の
性
的
少
数
者
、
児
童
や

知
的
障
が
い
者
の
方
も
い
ま
す
。

Ｑ　
　

性
暴
力
の
加
害
者
に
は
、
ど
の
よ
う
な
人
が
多
い
の

で
し
ょ
う
か
。

井
上　

性
暴
力
と
い
う
と
、
知
ら
な
い
人
か
ら
無
理
や
り
・

力
ず
く
で
、
と
い
う
い
わ
ゆ
る
強
姦（
注
１
）
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
性
暴
力
被
害
は
、

知
っ
て
い
る
人
か
ら
が
約
８0
%
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
注
２
）。

た
い
て
い
の
性
暴
力
は
、
同
級
生
、
指
導
教
授
、

上
司
、
近
所
の
お
じ
さ
ん
と
い
っ
た
「
顔
見
知
り
」

か
ら
の
も
の
で
す
。そ
う
し
た
人
た
ち
は
、
ナ
イ
フ

を
出
し
て
脅
し
て
強
姦
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
場
合
、
日
本
で
は
刑
事
事
件
に
な
る
こ
と

は
少
な
い
ん
で
す
。

性
的
同
意
で
守
ら
れ
る
３
つ
の
こ
と

Ｑ　
　

あ
ら
た
め
て
、性
的
同
意
を
取
る
こ
と
は
、ど
う
し
て

大
事
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

井
上　

３
つ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
守
る
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

１
つ
目
は
、「
身
体
的
な
尊
厳
」。手
を
握
る
、肩
を

触
る
な
ど
、
特
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
と
呼
ば
れ

る
口
・
胸
・
性
器
へ
の
身
体
的
な
接
触
。あ
る
大
学

の
先
生
は
、
飲
み
会
の
と
き
な
ど
で
、
つ
い
手
を

握
っ
た
り
す
る
と
き
に
も
、「
手
を
握
っ
て
い
い
で

す
か
」
と
聞
き
な
さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。そ
し
た

ら
受
講
者
の
誰
か
が
「
い
ち
い
ち
聞
け
な
い
」
と
。

先
生
は「
じ
ゃ
あ
、
や
め
と
き
な
さ
い
」と
言
っ
て
い

ま
し
た
。身
体
的
な
尊
厳
を
守
る
と
い
う
の
は
そ
う

い
う
こ
と
で
す
。

 

２
つ
目
が
、「
性
的
自
己
決
定
権
」。セ
ッ
ク
ス
を

す
る
か
ど
う
か
は
誰
か
が
決
め
る
こ
と
で
は
な
く
、

自
分
が
自
分
の
意
思
で
決
め
る
も
の
で
、
例
え
ば
、

セ
ッ
ク
ス
を
し
た
く
な
い
と
い
う
場
合
は
そ
れ
を

き
ち
ん
と
相
手
に
伝
え
る
の
が
当
た
り
前
の
権
利

で
す
。

 

３
つ
目
が
、「
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
・
権
利
」

と
い
う
考
え
方
。避
妊
す
る
、
子
供
を
持
つ
、
持
た

な
い
と
い
う
の
も
す
べ
て
自
由
で
あ
る
と
い
う
権
利

を
指
し
て
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
            

こ
の
３
つ
に
関
し
て
は
き
ち
ん
と
話
し
合
っ
て
、
双

方
が
O
K
す
る
の
が
同
意
な
ん
で
す
。で
も
、
残
念
な

が
ら
京
都
S
A
R
A
に
相
談
に
来
ら
れ
る
方
は
、
ど
の

ケ
ー
ス
を
み
て
も
同
意
な
ん
て
全
然
取
っ
て
な
い
。

「
付
き
合
っ
て
い
る
」

「
性
的
同
意
を
得
て
い
る
こ
と
」

Ｑ　
　

性
暴
力
の
背
景
に
、「
性
的
同
意
」に
対
す
る
認
識
の

低
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

現
場
で
会
っ
て
い
る
被
害
者
の
方
、
大
学
生
や
若
い

方
は
、
ど
の
よ
う
に「
性
的
同
意
」を
考
え
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

井
上　

ま
ず
、
特
に
被
害
者
支
援
の
現
場
で
は
、
性
的
同
意

が
重
要
だ
と
い
う
考
え
方
自
体
が
浸
透
し
て
い
な

い
と
感
じ
ま
す
。あ
と
「
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
」
と
い
う
の

も
す
ご
く
多
い
。酔
っ
て
い
た
か
ら
、
後
か
ら
聞
い
て

も
ほ
と
ん
ど
記
憶
が
な
い
。ち
ゃ
ん
と
正
気
で
話
し

合
っ
て
、判
断
で
き
る
状
態
じ
ゃ
な
き
ゃ
、セ
ッ
ク
ス

を
し
て
は
い
け
な
い
し
、
同
意
が
取
れ
な
い
よ
う
な

状
態
で
、
人
と
セ
ッ
ク
ス
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

そ
う
い
う
性
教
育
を
受
け
て
い
な
い
。そ
こ
に
一
番

問
題
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

Ｑ　
　

大
学
生
の
男
女
間
で
も
、
性
の
話
を
し
な
い
、
合
意

の
話
も
し
な
い
。酔
っ
た
と
き
に
何
か
起
こ
っ
て
も

「
ま
あ
し
ょ
う
が
な
い
よ
ね
」
っ
て
感
じ
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も

言
え
な
い
と
い
う
雰
囲
気
が
、す
ご
く
し
ま
す
。

井
上　

あ
と
、
そ
も
そ
も「
付
き
合
っ
て
い
る
」っ
て
言
っ
た

ら
セ
ッ
ク
ス
し
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
な
い
？

Ｑ　
　

そ
れ
は
多
分
、
多
い
と
思
い
ま
す
。大
学
生
で
は
、

暗
黙
の
了
解
み
た
い
な
感
じ
で
す
。

井
上　
「
付
き
合
っ
て
い
る
っ
て
だ
け
で
同
意
が
取
れ
て
い
る
、

何
で
も
し
て
い
い
」
と
い
う
の
は
思
い
込
み
で
す
。

ま
ず
、
付
き
合
い
始
め
た
と
き
に
、
私
た
ち
は
ど
う

す
る
の
か
と
い
う「
同
意
」が
全
然
出
来
て
い
な
い
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
面
も
含
め
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
取
る
べ
き
で
す
が
、
こ
れ
を
親

の
世
代
で
も
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。

だ
か
ら
、
子
ど
も
が
被
害
に
あ
っ
た
り
、
何
か
困
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
り
し
て
も
、
親
も
気
が
付
か
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
る
。

Ｑ　
　

性
的
同
意
が
意
識
さ
れ
な
い
、
大
事
に
さ
れ
な
い
。

そ
の
背
景
は
何
で
し
ょ
う
か
。

井
上　

男
女
は
対
等
平
等
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
京
都

S
A
R
A
で
女
子
高
校
生
や
女
子
大
学
生
の
被
害

者
に
会
う
と
、
自
己
主
張
を
し
な
い
、
お
と
な
し
い

人
が
多
い
。理
由
を
聞
い
た
ら
、「
場
を
乱
し
ち
ゃ
い

け
な
い
」と
か
、「
自
分
よ
り
も
相
手
が
ど
う
思
っ
て

い
る
か
を
考
え
て
行
動
し
な
さ
い
」
と
小
学
校
か
ら

ず
っ
と
教
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
嫌
だ
と
言
い
出
し

に
く
い
と
答
え
ま
す
。

Ｑ　
　

最
後
に
、
被
害
者
の
方
と
接
す
る
と
き
に
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
？

井
上　

私
は
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
、
物
語
を

と
も
に
作
る
と
い
う
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
て
い
て
、

相
手
か
ら
と
に
か
く
話
を
聞
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。同
じ
よ
う
な
性
暴
力
に
あ
っ
て
も
、
被
害
者

は
一
人
ひ
と
り
、
性
格
も
人
生
も
境
遇
も
全
部
違
う

の
で
、や
っ
ぱ
り
そ
の
人
ら
し
い
、異
な
る「
性
暴
力

被
害
者
ス
ト
ー
リ
ー
」に
な
る
ん
で
す
。

　
　
　
　

そ
れ
と
、
私
た
ち
が
や
っ
て
い
る
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、〝P

ersonal is 
political

〞っ
て
い
う
根
本
理
念
が
あ
っ
て
、「
個
人

的
な
問
題
は
、
政
治
的
・
社
会
的
な
問
題
だ
」
と
考

え
て
い
ま
す
。カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
そ
の

人
が
変
わ
っ
て
い
っ
て
、
ま
た
新
し
い
生
き
方
を
見

つ
け
て
い
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
性
や
性
暴
力
に
対
す
る
社
会
的
意

識
や
法
律
な
ど
、
被
害
者
の
方
と
一
緒
に
社
会
を
変

え
て
い
き
た
い
、そ
ん
な
風
に
思
っ
て
い
ま
す
。

注
１
） 

平
成
29
年
の
刑
法
改
正
で
、強
姦（
ご
う
か
ん
）罪
を「
強
制
性
交
等
罪
」に

改
め
、「
加
害
者
は
男
性
、被
害
者
は
女
性
」と
さ
れ
て
い
た
部
分
は
性
別

の
規
定
を
撤
廃
。法
定
刑
の
下
限
を
懲
役
３
年
か
ら
５
年
に
引
き
上
げ

た
。強
姦
罪
や
強
制
わ
い
せ
つ
罪
な
ど
に
問
う
た
め
に
必
要
だ
っ
た
被
害

者
の
告
訴
を
不
要
に
し
た
。し
か
し
，改
正
後
の
強
制
性
交
等
罪
の
条
文

に
も「
暴
行
又
は
脅
迫
を
用
い
て
」の
文
言
は
残
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
た
。

 

【
令
和
６
年
追
記
】

　
　
　

令
和
５
年
の
刑
法
改
正
で
、強
制
性
交
等
罪
・
準
強
制
性
交
等
罪
及
び
強

制
わ
い
せ
つ
罪
・
準
強
制
わ
い
せ
つ
罪
が「
不
同
意
性
交
等
罪
」・「
不
同
意

わ
い
せ
つ
罪
」に
改
め
ら
れ
、「
同
意
し
な
い
意
思
を
形
成
・
表
明
・
全
う

す
る
こ
と
が
困
難
な
状
態
」が
中
核
的
な
要
件
と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

注
2
） 

平
成
23
年
度　
「
男
女
間
に
お
け
る
暴
力
に
関
す
る
調
査
」よ
り（
内
閣
府
）
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教
育
者
の
立
場
か
ら

こ
れ
ま
で
長
年
、教
育
者
の
立
場
か
ら
学
生
を
中
心
に

性
教
育
の
重
要
性
を
伝
え
続
け
て
き
た
関
口
さ
ん
。

性
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
、ま
た
性
教
育
と
性
的
同
意
と
の
関
わ
り
、

さ
ら
に〝
性
的
同
意
を
取
る
こ
と
〞と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、

お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

京
都
教
育
大
学
教
授

京
都
の
府
立
高
校
で
25
年
間
の
勤
務
中
、「
性
」を

テ
ー
マ
に
生
徒
の
交
流
を
重
視
し
た
数
多
く
の
教

育
実
践
を
行
う
。2
0
0
3
年
に
退
職
し
、
同
年
4

月
よ
り
千
葉
大
学
、
都
留
文
科
大
学
、
横
浜
国
立
大

学
な
ど
の
講
師
と
し
て
「
性
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
の
講

義
を
受
け
持
つ
。「
性
の
伝
道
師
」と
し
て
、
全
国
の

学
校
・
自
治
体
な
ど
で
性
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関

わ
る
講
演
を
多
数
行
う
。性
の
総
合
情
報
誌『
季

刊
S
E
X
U
A
L
I
T
Y
』（
エ
イ
デ
ル
研
究
所
）編

集
委
員
。

関口 久志さん
せ き ぐ ち  　 ひ さ し

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

2

↓

　
　
　
　
　
　

今
の
性
教
育
の
課
題
：

学
ん
で
い
な
い
こ
と
の
再
生
産

Ｑ　
　

今
の
性
教
育
の
現
場
の
課
題
は
何
で
す
か
。

関
口　

日
本
の
性
教
育
の
多
く
は
、
い
き
な
り
避
妊
と
か
コ

ン
ド
ー
ム
を
使
え
と
か
の
内
容
に
な
っ
て
い
て
、
関

係
性
を
扱
う
こ
と
が
も
の
す
ご
く
少
な
い
ん
で
す

ね
。性
行
為
と
い
う
の
は
関
係
性
の
中
で
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
に
言
及
し
た
性
教
育
が
な

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
例
え
ば
性
暴
力
が
あ
っ
た
と

し
て
、
そ
れ
を
被
害
と
気
づ
く
こ
と
も
、
加
害
と
気

づ
い
て
止
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
。だ
か
ら
学
生
た

ち
は
無
知
で
す
し
、
性
を
学
ん
だ
こ
と
が
な
い
人
が

大
人
に
な
っ
て
、性
に
つ
い
て「
恥
ず
か
し
い
、い
や

ら
し
い
」、「
教
え
る
べ
き
で
な
い
、
知
る
べ
き
で
な

い
」と
、
一
種
の
タ
ブ
ー
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。そ

の
人
た
ち
が
親
や
先
生
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、ど
う

　
　
　

教
え
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。日
本
の
性
教
育
は

　
　
　

こ
の「
学
ん
で
い
な
い
」の
再
生
産
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。あ
と
、
男
性
が
性
の
学
習
を
し
て
い
る
の

は
、
ほ
と
ん
ど
ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ん
で
す

ね
。あ
の
中
は
性
暴
力
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
、
非
常

に
貧
し
い
セ
ッ
ク
ス
観
に
な
る
ん
で
す
。あ
ん
な
ワ

ン
パ
タ
ー
ン
の
暴
力
的
な
セ
ッ
ク
ス
を
テ
キ
ス
ト

に
し
て
は
い
け
な
い
し
、
特
に
男
子
に
と
っ
て
、
ア

ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
や
ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
を
批
判

的
に
読
み
解
く
能
力
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

性
を
学
ば
せ
な
い
＝

被
害
に
あ
い
や
す
い
　
セ
カ
ン
ド
レ
イ
プ
へ

Ｑ　
　

現
場
や
親
か
ら
、
も
っ
と
教
え
て
ほ
し
い
と
声
が
上

が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ん
で
す
か
。

関
口　

保
護
者
も
先
生
も
、
実
は
表
面
化
し
て
な
い
か
ら

困
っ
て
な
い
と
い
う
の
が
現
実
で
す
。日
本
の
教
育

現
場
で
は
性
行
動
は
不
良
行
動
と
捉
え
ら
れ
、基
本
的

に
、「
学
生
や
生
徒
は
セ
ッ
ク
ス
は
し
て
は
な
ら
な
い
」

　
　
　

と
い
う
道
徳
的
な
規
範
を
脈
々
と
受
け
継
い
で
い
る

と
思
い
ま
す
、建
前
と
し
て
も
ね
。で
も「
あ
り
得
る
も

の
だ
」と
し
て
捉
え
な
い
と
対
処
は
で
き
な
い
も
の
で

す
。な
い
も
の
に
し
て
ふ
た
を
す
る
と
、
む
し
ろ
被
害

に
あ
い
や
す
い
し
、
そ
も
そ
も
被
害
と
気
づ
け
な
い
、

気
づ
い
て
も
親
や
先
生
に
言
え
な
い
。

　
　
　
　

私
は
授
業
で
あ
る
事
例
を
使
っ
て
教
え
て
い
ま
す
。

彼
の
誕
生
日
に
、
彼
氏
の
部
屋
ま
で
行
っ
て
、
こ
こ
ま

で
来
た
ん
だ
か
ら
当
然
Ｏ
Ｋ
だ
よ
ね
、と
。で
も
、彼
女

は
そ
ん
な
つ
も
り
じ
ゃ
な
か
っ
た
。心
か
ら
同
意
は
し

て
な
い
け
れ
ど
、結
局
、何
も
抵
抗
も
で
き
ず
、セ
ッ
ク

ス
を
し
て
し
ま
っ
た
。こ
う
い
う
事
例
で
す
。こ
れ
を

レ
イ
プ
だ
と
思
う
か
ど
う
か
。４
段
階
に
分
け
て
も

ら
っ
て
、
レ
イ
プ
で
あ
る
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
レ
イ

プ
で
あ
る
、
と
聞
い
て
い
き
ま
す
。彼
女
も
友
達
に
相

談
し
た
ら
、「
こ
れ
、
普
通
に
よ
く
あ
る
こ
と
や
ん
」、

「
彼
氏
の
家
ま
で
行
っ
た
の
が
悪
い
ん
や
ん
」、「
そ
う

な
る
の
が
当
た
り
前
で
し
ょ
」っ
て
言
わ
れ
て
る
ん
で

　
　
　

す
ね
。こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
セ
カ
ン
ド
レ
イ
プ
、
心
理
的

に
受
け
る
2
回
目
の
レ
イ
プ
で
す
。友
達
も
理
解
で
き

て
な
い
か
ら
、
被
害
を
気
づ
か
せ
て
も
ら
え
な
い
。

む
し
ろ
自
分
の
防
衛
能
力
、
予
防
能
力
が
低
い
と
責

め
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
る
。こ
の
事
例
で
警
察
に

行
っ
て
も
お
そ
ら
く
事
件
に
は
な
り
ま
せ
ん
。で

も
、
心
か
ら
の
イ
エ
ス
は
ど
こ
に
も
な
い
、
こ
れ
は

明
確
な
暴
力
で
、人
権
侵
害
な
ん
で
す
。

　
　
　

  

性
被
害
に
あ
っ
て
も
、
圧
倒
的
に
「
ほ
ぼ
誰
に
も

言
っ
て
い
な
い
」
な
ん
で
す
。内
閣
府
の
調
査
で
は
、

無
理
や
り
セ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
も
3
分
の
2
は
誰
に

も
相
談
し
て
い
な
い
（
注
１
）。だ
か
ら
暗
数
（
あ
ん

す
う
）
が
多
い
犯
罪
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。暴
力

や
被
害
に
あ
っ
て
も
言
え
な
い
。そ
う
い
う
前
提
が

非
常
に
ま
ず
い
。先
生
や
学
校
が
信
頼
で
き
る
場
所

に
な
っ
て
い
な
い
し
、
親
も
そ
う
な
ん
で
す
よ
ね
。

僕
が
信
頼
し
て
い
る
産
婦
人
科
の
先
生
は
、
自
分
の

娘
や
息
子
に
教
育
し
て
る
ん
で
す
よ
。何
か
あ
っ
た

と
き
に
お
母
さ
ん
は
あ
な
た
の
味
方
だ
か
ら
。困
っ

た
と
き
力
に
な
る
か
ら
っ
て
。そ
ん
な
姿
勢
が
も
の

す
ご
く
大
事
な
ん
で
す
ね
。何
か
あ
っ
た
と
き
は
あ

な
た
の
味
方
。性
に
関
し
て
も
、
そ
う
い
う
相
談
が

で
き
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
大
事
な
ん
で
す
。　　
　

　

そ
し
て
、
相
談
す
る
相
手
で
一
番
多
い
の
が
友
人

で
す
。な
の
で
、
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
あ
げ
る
っ
て
い

う
の
が
大
事
で
す
よ
ね
。そ
し
て
、
相
談
機
関
に
つ

な
げ
て
あ
げ
る
。も
ち
ろ
ん
、
相
談
す
る
、
し
な
い

は
、被
害
に
あ
っ
た
本
人
が
決
め
ま
す
。

性
暴
力
で
あ
る
と
い
う
気
づ
き
と

「
断
り
方
・
断
ら
れ
方
」の
ラ
イ
フ
ス
キ
ル

Ｑ　
　

性
被
害
に
あ
っ
て
も
認
識
で
き
ず
、
相
談
で
き
な
い
。

そ
う
い
う
人
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
？

関
口　

一
つ
は
、
そ
の
行
為
が
性
暴
力
で
あ
る
と
い
う
気
づ

き
、で
す
。気
づ
く
た
め
に
は
教
育
が
必
要
で
、そ
れ

を
予
防
す
る
よ
う
な
、
手
段
や
断
り
方
と
い
う
ラ
イ

フ
ス
キ
ル
み
た
い
な
も
の
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

 

性
暴
力
と
い
う
の
は
、夜
道
に
見
知
ら
ぬ
人
か
ら

襲
わ
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、
知
っ
て
い
る
人
、
好
き

な
人
か
ら
屋
内
で
迫
ら
れ
る
、
被
害
を
受
け
る
と
い

う 

の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
被
害
者
と
い
う
の
は
だ
い

た
い
弱
い
立
場
な
ん
で
す
、経
済
的
な
立
場
、地
位
、

腕
力
、知
的
な
能
力
、色
ん
な
も
の
を
利
用
さ
れ
る
。

だ
か
ら
、
相
手
も
傷
つ
け
な
い
、
自
分
も
傷
つ
け
な

い
断
り
方
を
考
え
る
教
育
は
必
要
で
す
。そ
れ
は
、

性
的
自
己
決
定
力
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
、Ｎ
Ｏ
と

い
え
る
力
で
す
。

　
　
　
　

ま
た
、
断
ら
れ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
の
も
必

要
で
す
。人
間
っ
て
、断
ら
れ
た
ら
、全
人
格
を
否
定

さ
れ
た
み
た
い
に
思
っ
て
し
ま
う
。特
に
中
学
生
、

高
校
生
く
ら
い
だ
と「
人
生
終
わ
り
だ
」っ
て
。で
も

「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
、
そ
の
こ
と
で
あ
な
た
の
価

値
が
下
が
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
」
と
し
っ
か
り
伝
え

て
、
嫌
と
言
わ
れ
た
と
き
に
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。自
分
も
傷
つ
か
な
い
し
、

待
っ
て
あ
げ
な
け
れ
ば
っ
て
い
う
ベ
ス
ト
ア
ン

サ
ー
を
考
え
る
。そ
ん
な
、断
り
方
・
断
ら
れ
方

　
　
　

の
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
で
す
。

　
　
　
　

イ
ギ
リ
ス
で
紅
茶
の
例
を
使
っ
た
い
い
教
材
が

あ
り
ま
す
。紅
茶
を
勧
め
ら
れ
て
も
、
紅
茶
が
も
と

も
と
好
き
じ
ゃ
な
い
人
も
い
る
し
、今
は
飲
み
た
く
な

い
人
も
い
る
。セ
ッ
ク
ス
も
そ
れ
と
同
じ
で
す
ね
。

Ｑ　
　

そ
れ
は
全
部
に
当
て
は
ま
る
と
思
い
ま
す
！
イ
ギ
リ

ス
の
メ
デ
ィ
ア
が
記
事
に
し
て
い
た
の
を
見
ま
し
た
。

性
的
同
意
と
は
、〝
積
極
的
な
４
つ
の
イ
エ
ス
〞

Ｑ　
　

性
的
同
意
を
取
る
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

僕
が
授
業
で
ず
っ
と
言
っ
て
い
る
の
は
、「
対
等
、平

等
に
、合
意
、納
得
し
た
か
」と
い
う
こ
と
が
と
て
も

大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
こ
で
い
う「
合
意
、
納

得
」
と
い
う
の
は
、
消
極
的
な
イ
エ
ス
で
は
な
く
い

わ
ば
、
積
極
的
な
イ
エ
ス
と
い
う
形
で
お
互
い
が
次

の
４
つ
を
同
意
す
る
こ
と
で
す
。１
つ
目
は
も
ち
ろ

ん
相
手
。そ
し
て
、
２
つ
目
は
時
。例
え
ば
、
恋
人
同

士
、夫
婦
で
も
、今
日
は
嫌
、今
は
嫌
、と
い
う
と
き

は
あ
り
ま
す
よ
ね
。３
つ
目
は
場
所
。例
え
ば
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
な
い
階
段
の
踊
り
場
と

か
、
駐
車
場
の
車
の
中
は
嫌
だ
と
か
。そ
し
て
４
つ

目
は
方
法
。避
妊
を
ど
う
す
る
の
か
、性
感
染
症

予
防
を
ど
う
す
る
の
か
。「
対
等
、平
等
に
、合
意
、

関
口
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「大好きだけど、今日はしたくない」

誰も傷つかない 傷つけないために

デートＤＶ・ストーカー対策の
ネクストステージ

伊田 広行／著　解放出版社

デートＤＶと学校
　高橋 裕子／編著
エイデル研究所

デートＤＶ
遠藤 智子／著
ベストセラーズ

愛する、愛される
　山口 のり子／著

梨の木舎

ここがポイント！
性と生のはなし６０選

大戸 ヨシ子・佐藤 明子・村瀬 幸治／編著　
エイデル研究所

こんなに違う！世界の性教育
橋本 紀子／監修

メディアファクトリー

デートレイプってなに？
　アンドレア パロット／著

大月書店

保健室の恋バナ+α
金子 由美子/著

岩波書店

レンアイ、基本のキ
　打越 さく良／著

岩波書店 

ハタチまでに
知っておきたい性のこと

橋本 紀子・田代 美江子・関口 久志／編　
大月書店

「わたし（ぼく）はセックスしたい。
でもあなたがしたくても、したくなくても、大好きだよ。」

「週一回は少ないと感じてる。〇〇はどう？」

「○○が準備ができるまで、わたし（ぼく）は待つよ」

「今日はしたくないけど、今度いっぱい楽しいことしよう」

（どうしても断りにくいとき）「今日は体調が悪い」

「キスはしてもいいけど、セックスはしたくない」

（
注
１
） 男
女
共
同
参
画
白
書　

平
成
28
年
版

関口さん伝授！　

「途中で嫌になったら言ってもいいよ」

同意の
取り方の
具体例

性的同意の取り方・断り方

ウィングス京都　図書情報室では、男女共同参画に役立つ資料を閲覧・
貸出しています。今回は「性的同意」について広く学べる資料をご紹介
しています。ぜひご活用ください。

新版
性の“幸せ”ガイド
関口　久志／著

東京：エイデル研究所

教科書にみる世界の
性教育

関口久志　橋本紀子／編
東京：大月書店

関口さんの著書
納
得
し
た
」相
手
、時
、場
所
、方
法
、こ
の
４
つ
に
合

意
が
な
い
と
き
、
ど
こ
か
で
暴
力
が
あ
っ
た
と
思
い

な
さ
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。こ
の
同
意
の
ハ
ー
ド
ル

は
下
げ
て
は
い
け
な
い
、
こ
れ
を
口
が
す
っ
ぱ
く
な

る
ま
で
言
い
続
け
て
い
る
ん
で
す
。

断り方の
具体例

BOOK LIST ブックリスト
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   　 この冊子を読んで、
みなさんは何を感じましたか？ 

わたしたちが取材を始めてまず気づいたのは、日本では、「性」に関する

タブーの意識がとても強いということでした。

「性」という言葉すら、口にするのもはばまれ、親の世代はもっと強く感じ

ているし、わたしたち同世代でもそうだということです。

それが海外と日本の大きな違いで、問題点であるとも感じました。

また、わたしたちが取材を通して色々な立場の方からお話を聞き、

また学生同士での話し合いで感じたのは、

「無関心でいることは、危険であること」

「沈黙していることが、いつでも正しいことではないこと」

「“恥ずかしい”から一歩出て、コミュニケーションを
  とることが本当に大事であること」でした。

さて、みなさんは、「性的同意」について

理解は深まったでしょうか。

もし新しく知ったこと、

大切だと感じたことがあったら、

それをあなたの大切な人に伝え、

シェアしてください。

その一つの小さな輪が、少しずつでも大きく広がりますように。

編集メンバー Editing Member

何となくあいまいにしてしまったり、

相手の意思をちゃんと確認しなかったり・・・

それらが性被害や性暴力につながる可能性があるということを、

改めて考えさせられました。

私たちは、性被害や性暴力の被害者にも加害者にもなりたくありません。

私たちの大切な人たちにもそんな経験をしてほしくないです。

だからこそ、今回私たちが学んだことを、

多くの人たちに届けたいと強く思いました。

さいごに・・・

今回、企画、取材に関わった大学生たちの言葉を、最後に紹介します。
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